
第117回 三方限古典塾 (′ 16,7,21)

洪 自議 (1501～ 1616)『 菜根薄』(その3-34)

(意訳) 人の世の酸いも甘いも飽きるほど味わい尽す と、ある時は雨、ある時は雲 とい う

ように簡単に変わる人の心など気にならなくな り、眼を開いて見るのさえ面倒になる。

また、人の心の動きをすっか り知 り尽 くして しまつたならば、牛 といわれよ うが馬 とい

われようが、勝手にさせておいて、ただ、はいはい とうなず くばか りである。

(余説) 覆雨翻雲は、杜甫の詩 「貧交行」にあ ります。荘子天道篇には、老子がある人か

らバカ呼ばわ りされた時 「あなたが牛 と言われるな ら牛だ と思いましょう。馬だと言われ

るなら馬だ と思いま しょう」 と静かに答えた とあ ります。 くだ らぬことで人 と争わぬ無為

自然の老子の心境を表す ものですが、そこまで達観するのは「日暮れ、塗遠 し」 (徒然草 )

の感があ りますが、可能な限 りは一つの理想の状態 として心に留めたいものです。

(参 考)杜甫・貧交行 「手を 翻 せば雲 と作 り、手を 覆 せば雨、紛々たる軽薄、何ぞ数 う
もち

るを須いん」 (雨 にな り曇 りになるように簡単に変化する人情には、関係 を持たない。)

荘子・天道篇 「老子曰く、夫の巧知神聖の人は、吾 自ら以て脱せ りと為す。昔者、子我 を

牛 と呼ぶや、而ち之を牛 と謂い、我を馬 と呼ぶや謂へ り。 荀 くも其の賞有 り。人之に
あた                      ゎざはぃ

名 を興へて受けざれ ば、再び其の 狭 を受けん。」

1                  もつば  おも                しか       ぉも    つい  なみ             ただ       :

12黙禁ξ与、N″ 懲   :鴇魂軍よ亀£計
｀

|:      ぜんぜん

|  て漸 々に無 に入 らん。                      後集 81  1

(意訳) 近頃の人は、もつぱら無念無想を求める。 しか し、いつまでたっても無心になる

ことはできない。 しか し、過 ぎ去ったことは気にせず、先のことをあえて取 り越 し苦労も

しない、ただ現在、 日の前に起きていることを 留めず片付 けていく。 こんな生き方を心

がければ、自ずか ら次第次第に無の境地に到達できるのである。

(余説)武芸や宗教な どの厳 しい修行に耐えた人であれば、無念無想の境地も可能なので し

ょうが、凡人には難 しいことです。朱子学や陽明学・禅な どでは、心の本来在 るべき姿を
「明鏡止水」のイメージで捉 えますが、古学派の儒者 。伊藤仁斎は 「その語は論語や孟子

にはなく、鏡 も水 も無機物であ り、心は生き生きと活動 しているもの」だとして、明確に

否定 しています。歌にも 「心 こそ 心まどはす 心なれ 心に心 心ゆるすな」 (鈴木正三 )

や 「こころころころ ころころ変わる」 とあ ります。

中野孝次は 「生きるのは『今 ココニ』 しかない と心得よ」 と、様々な古典 を根拠に書

いています。 閑のある生き方 (新潮文庫) 今 ここに (文春文庫)清 貧の思想 (文春文庫)

(参 考) 原始仏教経典 「過去を追 うな。未来を願 うな。過去はすでに捨てられた。そ して

未来はまだやって来ない。だか ら現在のことが らを、それがあるところにおい

て観察 し、揺 らぐことなく動ずることなく、よく見きわめて実践せ よ。ただ、

今 日なすべきことを熱心になせ。」
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(意訳) 自分の気持ちに偶々ピッタリあつたものにこそ、最高の味わいがある。また、

手をカロえない自然のままの姿にこそ、本当の味わいが見 られる。 もし、少 しでも人為的な

作
を■ PFえ

たならば、せっかくの妙味は損なわれて しま う。

白居易 も語つている。「快適はなにごともない ところにこそあ り、風は自然に吹いてく
るものこそ清々 しい」 と。なん とも味わいのある言葉ではないか。

(余説) 白居易 (楽天)の 「適」の語に深い意味があ ります。荘子に「其の適を適 とする」
があ り、「世俗や他人の価値観 に振 り回されず、本当に自分が快適だ と思 うことを心の底
か ら楽 しむ処 し方 こそすばらしい」との意味

Кォfぅ れ
れこそ老午?特権だ と思います。

幕末の大阪で適塾 とい う蘭学塾を主宰 した緒方洪庵は号を 「適々斎」 といい、橋本左内

や福沢諭吉 :大村益次郎等を輩出 しま したが、その名の由来はここにあ ります。

(参 考)荘子 。大宗師篇 「…伯夷・叔齊・箕子…の若きは、是れ人の役を役とし、人の適を適と
し、自ら其の適を適とせざる者なり。」 (他人の仕事に使われ、他人の楽しみの道具となり、自ら
の楽しみを楽しまない人間たちである。)伯 夷・叔齊・箕子は、通常は清廉な優れた人物として

評価される著名人ですが、藩子はそれを「世俗の価値観にとらわれている」と批難しました。
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(意訳) 人は皆その心の中にそれぞれに真実の境地があ り、琴や笛の音楽などなくても、
自然に

虚
安 らかに楽 しむことができる。また、香の煙や茶の湯がなくても、心を清 らかな

境地に浸ることができる。このような境地に達するためには、全ての雑念を捨てて心を清
くし、思慮分別や 自分の存在 さえも忘れて しま うことだ。そ うなってこそはじめて、悟 り
の境地に自由に遊ぶことができであろ う。

(余説) 雑念を捨て去 り自分の存在 さえも忘れて しま うな ど、修行の足 りない身にはでき

そ うには思われますんが、一つの究極の姿 として思い描 くことはできそ うです。

臨床医 として 40年 、患者 と向き合ってきた徳永進氏著 「どちらであらても」 (岩波書店)

の反対言葉についての考え方は、荘子の座志や程明道の両忘に通 じ、 日々の生き方に生か

せ るのでは と思います。禅語入門 (大法林閣)に は 「両忘 とは、生 と死、是 と非、善 と悪、

苦 と楽、愛 と憎、内 と外の両者の対立を忘れ ること」 とあ ります。「止揚」 (矛盾す る諸

契機の発展的統合)も 、哲学用語でやや難 しいですがこれに通 じるものを感 じます。

(参 考) 藤子
∫l誇宗師篇 「肢證を堕し、聰明を瓢 け、形を離れ、知を去り、大通に同ず。此を
坐忘と謂う」 (手 足をだらりとし、耳や目を働かさず、体から離れ、知を捨てて、大

同と一体 になること。これを座 忘と言う)
ていめいとう  ていせいしよ ちようせん

程明道・ 定性書 「内外 を両忘するに若かず、両忘すれば則 ち澄 然無事」 (両 者の相

対的な認識 を断ち切つたな らば、清風去来のさっぱ りした心境が現れて くる)
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